
水防工法の選定と種類



水防工法の選定（１）

水防活動では、速やかに現地状況に適合した工法を選定し、
迅速に対応することが重要です。

被災要因および対策の基本方針〔１〕

「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

１９



水防工法の選定（２） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

被災要因および対策の基本方針〔２〕

２０



水防工法の種類（Ⅰ） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

①

①

②

②

③ ④

⑧

⑨ 立てかご工

⑧

２１



水防工法の種類（Ⅱ） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

②
⑤ ⑥

⑦ （水マット工）

２２



水防工法の種類（１） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

深掘れ（洗掘）対策

① ②

令和３年度 阿賀野川・早出川総合水防演習（Ｒ３．５．３０）より令和４年度 信濃川・魚野川総合水防演習（Ｒ４．６．６）より ２３



③ ④

漏水対策

水防工法の種類（２） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

令和３年度 阿賀野川・早出川総合水防演習（Ｒ３．５．３０）より令和４年度 信濃川・魚野川総合水防演習（Ｒ４．６．５）より ２４

浮須



水防工法の種類（３） 「水防工法テキスト」（一財）北海道河川財団より

水のあふれ（越水）対策

⑤ ⑥

⑦

令和元年度 庄川・小矢部川総合水防演習（Ｒ１．５．１８）より ２５



水防工法の種類（４）

⑧ 水防マット（Ｔ型マット）工法 ⑨ 立てかご工

深掘れ（洗掘）対策

平成２９年度 荒川総合水防演習（Ｈ２９．５．２７）より 平成３０年度 手取川・梯川総合水防演習（Ｈ３０．５．２６）より ２６


